







（ 223Ra）は，世界初の α 線放出核種治療薬で，去勢抵抗性前立腺癌骨転移に対して，症候性骨有害
事象出現までの期間，および全生存期間を有意に延長する薬剤として注目されている．当院において








と第 3 位（2017 年），男性部位別がん死亡数 11,803













延長が認められた 2）．本邦では，2016 年 3 月承認さ
れ，施設認定を受けた医療機関で投与が可能とな
り，当院でも，放射線科医 1 名，放射線技師 1 名が
講習を受け，施設基準をクリアし，2016 年 12 月よ
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LDH と ALP がやや低下傾向であった．
骨シンチグラフィが施行できた 7 例について，定
量評価の一つである GI-BONE で測定できる total 
bone uptake（TBU）の推移を，治療前の値を 1 と
した場合の，3 回投与後，6 回投与後の比を図 2 に示
す．3 回投与後の時点で，非完遂症例は，いずれも
上昇したのに対し，完遂症例では，半数以上が減少





















 完遂症例 非完遂症例 
Cases 5 5 
Age 69-85 (74.6) 73-83 (78.8) 
PS 0-1 0-3 
 223Ra 前治療* (+) 3 4 
           (-) 2 1 
去勢抵抗性前立腺癌までの期間 (M) 10-275 (82) 8-27 (15.3) 
223Ra 投与までの期間 (M) 0-13 (5.5) 2-10 (7.3) 
治療前 LDH (IU/ℓ) 160-381 [303] 167-295 [188] 
   ALP (IU/ℓ) 203-1425 [327] 325-1781 [1193] 
    PSA (ng/mℓ) 3.37-1008 [104] 140-603 [451] 
投与回数 6 (6) 2-5 (3.2) 
*内分泌療法を除く ( )内は平均値 [ ]内は中央値  
図１　治療によるバイオマーカー比平均値の変化
　　　（A）完遂症例　（B）非完遂症例
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